


第
38
回
加
西
市
文
化
祭
を
開
催

―「
芸
術
の
秋
」・「
文
化
の
秋
」
を
満
喫
―
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主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
敬
称
略
）

◆
洋
画
の
部
（
応
募
数
72
点
）

▽
市
長
賞

後
藤
由
季（
福
崎
町
）

▽
議
長
賞

門
脇
敦
子
（
八
千
代

町
）
▽
教
育
委
員
会
賞

河
野
定

子
（
姫
路
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長

賞

小
松
原
謙
介
（
西
脇
市
）
▽

美
術
家
協
会
長
賞

豊
田
忠
孝

（
加
西
市
）

◆
日
本
画
の
部
（
応
募
数
10
点
）

▽
市
長
賞

米
田
三
枝（
香
寺
町
）

▽
議
長
賞

森
下
眞
弓（
高
砂
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞

永
田
寿
子

（
加
西
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞

村
上
二
三
子
（
大
阪
府
）
▽
美
術

家
協
会
長
賞

増
田
幸
子
（
加
西

市
）

◆
水
墨
画
の
部
（
応
募
数
59
点
）

▽
市
長
賞

山
本
初
水（
姫
路
市
）

▽
議
長
賞

花
田
和
子（
香
寺
町
）

▽
教
育
委
員
会
賞

椋
本
万
亀

（
加
西
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞

荻
野
武
岳
（
柏
原
町
）
▽
美
術
家

協
会
長
賞

花
井
壽
男（
姫
路
市
）

◆
書
道
の
部
（
応
募
数
25
点
）

▽
市
長
賞

藤
田
克
枝
（
八
千
代

町
）
▽
議
長
賞

井
上
韶
鳳
（
三

木
市
）
▽
教
育
委
員
会
賞

末
広

清
華
（
滝
野
町
）
▽
文
化
連
盟
会

長
賞

別
府
真
琴
（
加
西
市
）
▽

美
術
家
協
会
長
賞

山
中
真
由
美

（
姫
路
市
）

◆
彫
塑
・
工
芸
の
部
（
応
募
数
40
点
）

▽
市
長
賞

小
川
俊
藏（
京
都
府
）

▽
議
長
賞

平
野
　
威（
姫
路
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞

長
谷
川
邦
嘉

（
京
都
府
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞

石
井
政
子
（
西
脇
市
）
▽
美
術
家

協
会
長
賞

原
田
智
恵
子
（
三
木

市
）

◆
写
真
の
部（
応
募
数
１
１
３
点
）

▽
市
長
賞

高
橋
秀
夫（
高
砂
市
）

▽
議
長
賞

市
川
　
晋（
山
東
町
）

▽
教
育
委
員
会
賞

松
林
義
明

（
西
宮
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞

マ
エ
ダ
ミ
ノ
ル
（
加
西
市
）
▽
美

術
家
協
会
長
賞

喜
多
昭
弘
（
高

砂
市
）

◆
版
画
の
部
（
応
募
数
26
点
）

加
西
市
美
術
公
募
展

芸術家のまち加西。
市民芸術家の最大イベ

ントである「第38回文化
祭」が先月から市民会館
と地域交流センターで行
われています。

文
芸
展
、
美
術
公
募
展
に
は
、

市
内
外
か
ら
創
造
性
に
富
み
個
性

豊
か
な
作
品
が
多
数
出
品
さ
れ
、

見
ご
た
え
あ
る
作
品
展
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
の
文
芸
展
は
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
８
１
２
点
を
含
む
１，
１

２
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
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市
民
音
楽
祭
で
は
、
素
晴
ら
し

い
歌
声
と
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
は
会
場
全
員
が
一
緒

に
加
西
市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
ゆ
め
色
の
街
」
を
大
合
唱
し
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
芸
能
祭
で
は
、
芸
能
協
会

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
邦
楽
、
民

舞
、
詩
舞
道
、
腹
話
術
な
ど
の
伝

統
芸
能
を
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に

展
開
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
風
情
と
心
の
安
ら
ぎ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
茶
席
で
は
、
多

く
の
人
々
が
訪
れ
て
優
雅
な
ひ
と

と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

い
け
ば
な
展
で
は
、
市
内
９
流

派
が
力
作
を
多
数
出
品
、
そ
の
美

を
競
い
ま
し
た
。

毎
年
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

参
加
者
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
囲
碁
大
会
。
今
年
も
た
く
さ
ん

の
参
加
者
の
熱
気
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

こ
れ
ら
文
化
祭
の
会
場
を
訪
れ

た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら

し
い
芸
術
・
文
化
に
触
れ
、
き
っ

と
芸
術
の
秋
を
満
喫
さ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

▽
市
長
賞

山
西
良
子（
神
戸
市
）

▽
議
長
賞

山
田
菜
緒（
福
崎
町
）

▽
教
育
委
員
会
賞

田
中
俊
行

（
芦
屋
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞

稲
継
次
郎
（
西
宮
市
）
▽
美
術
家

協
会
長
賞

上
原
友
子
（
明
石
市
）

特
選
以
上
の
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

―
一
般
の
部
―

◆
俳
句
の
部
（
出
品
１
２
４
点
）

▽
市
長
賞
（
推
薦
）
高
井
美
里

（
上
道
山
）
▽
特
選

井
上
艶
子

（
別
府
甲
）・
増
田
敏
子
（
畑
）・

西
村
和
代
（
別
府
乙
）

◆
短
歌
の
部
（
出
品
１
１
１
点
）

▽
市
長
賞
（
推
薦
）
後
藤
記
代
子

（
坂
元
）
▽
特
選

佐
伯
幸
子
（
東

笠
原
）・
井
奥
輝
明
（
福
崎
町
）・

伊
藤
悦
子
（
野
上
）

◆
川
柳
の
部
（
出
品
54
点
）

▽
市
長
賞
（
推
薦
）
板
井
ち
さ
代

（
網
引
）
▽
特
選

濱
村
憲
克
（
神

戸
市
）・
村
川
千
恵
子
（
神
戸
市
）

・
神
戸
え
つ
子
（
桑
原
田
）

―
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
―

◆
俳
句
の
部
（
出
品
３
０
５
点
）

▽
特
選

高
田
万
葉
（
西
在
田
小

５
年
）

◆
短
歌
の
部
（
出
品
２
９
１
点
）

▽
特
選

高
田
亜
希
（
北
条
中
２

年
）・
脇
坂
沙
季
（
北
条
中
２
年
）

・
山
本
み
な
み
（
賀
茂
小
３
年
）

◆
川
柳
の
部
（
出
品
２
１
６
点
）

▽
特
選

別
所
穂
波
（
泉
小
２

年
）・
名
生
有
希
（
泉
中
３
年
）・

高
井
悠
衣
（
泉
中
３
年
）

▽
Ａ
級
（
４
段
以
上
）

石
井
　
　
裕
（
明
石
市
）

▽
Ｂ
級
（
初
段
〜
３
段
）

安
富
文
美
男
（
西
笠
原
町
）

▽
Ｃ
級
（
１
級
以
下
）

足
立
　
　
巧
（
西
脇
市
）

加
西
市
文
芸
展

市
民
囲
碁
大
会

蛻会場を和ませたマジック
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▽
農
林
水
産
大
臣
賞

藤
本
　
薫
▽
兵

庫
県
知
事
賞

豊
田
成
己
▽
加
西
市
長

賞

内
藤
逸
司
、
鈴
木
　
誠
▽
兵
庫
県

議
会
議
員
賞

井
上
隆
文
▽
加
西
市
議

会
議
長
賞

中
村
　
勉
▽
加
西
市
教
育

長
賞

川
崎
善
晟
▽
譛
兵
庫
県
園
芸
・

公
園
協
会
理
事
長
賞

織
部
利
秋
▽
加

西
市
観
光
協
会
長
賞

織
田
寛
市
▽
加

西
商
工
会
議
所
会
頭
賞

松
末
　
守
▽

神
姫
バ
ス
株
式
会
社
賞

丸
山
卓
雄
▽

兵
庫
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
賞

霜
門

貞
昭
▽
加
西
市
花
と
緑
の
協
会
長
賞

鈴
木
重
一
▽
加
西
市
盆
栽
研
究
会
長
賞

長
谷
川
広
明
▽
特
別
賞

松
末
浩
二
、

松
原
政
行
▽
努
力
賞

井
上
茂
一

永永永永年年年年のののの功功功功績績績績ををををたたたたたたたたええええてててて

危険業務従事者叙勲
危険業務従事者叙勲は、警察官ら危険性の高い業務に従事し、

社会に貢献した方の栄誉を称えるものです。

秋の叙勲

警察官として38年間地域の安全と安心をめざ
し、地域課と警備課に勤務されました。勤務地
は灘、姫路、加古川、社、三木の５地域。印象
深かったのは地域課での仕事。制服を着用し、
地域の警ら箱を巡回する時に地域住民の方々
と気軽にあいさつし、住民との密着した勤務が

できたそうです。また、巡回することによって
様々な情報収集ができ、地域ごとに多くの知人
も出来ました。退職されて19年、今は米づくりや
野菜づくりを楽しんでおられます。「危険業務従
事者という実感はなかった。若かったのもありま
すが、一生懸命でした。妻にはいろいろと苦労
もかけましたが、夫婦そろって元気なうちに受賞
できて感謝しています。」と長濱さん。

瑞宝単光章 長 濱 秀 男さん（笹倉町）

消防・救急の現場で32年間、地域の防火・安全
に努められました。苦労話はたくさんありますが、
印象に残っているのは、少人数で夜間の消火活動
をしたこと。判断のミスは許されません。現場は多
く経験しましたが、いつも初心の気持ちで乗り切り
ました。分署の署長に就任した頃、署全体をとり

まとめるだけでなく、現場に出れば指揮官となり、
すべて自分の手腕にかかってくることにプレッシャー
を感じました。それと同時に部隊のチームワークの
重要性を感じました。日頃から連携した訓練で事
故もなく退職をすることができました。「自分一人の
受賞ではありません。一緒にがんばってきた仲間が
いてこその受賞です。喜びを分かち合うとともに、
後輩の励みになればと思います。」と小川さん。

瑞宝単光章 小 川 義 久さん（山下西町）

昭和37年、35歳で県下最年少の町長として泉
町長に就任、４年８月にわたり、泉町の発展と加西
郡３町の合併、市制施行の推進に貢献されました。
その後、昭和42年に加西市の初代市長に就任さ
れ、通算３期12年間の長きにわたり、市民本位の
行政施策の推進を基本理念に、優れた洞察力と

豊富な識見、卓越した行政能力を発揮され、加
西市の発展に尽力されました。その他、兵庫県公
民館振興連盟会長、兵庫県市長会副会長などを
歴任。「上水道整備をはじめ、加西ハイツ開発、
北条鉄道株式会社設立、市立加西病院の総合
病院化など、数多くの難事業を成し遂げることが
できたのは、市民の皆さんの協力のおかげ、加西
市の発展をいつも願っています。」と内藤さん。

旭日小綬章 内 藤 節 治さん（山田町）

看護師として37年間、あわてず常に冷静に現場の
雰囲気を判断し、入院患者が元の生活を取り戻すこ
とができるよう努力されました。昭和48年に婦長試験
に合格し、管理職となった後は、近畿圏内各地の国
立病院療養所（現独立行政法人国立病院機構）に
勤務。福井病院、南京都病院、刀根山病院など単

身赴任も３回経験されました。現在医療は進歩して
いますが、患者の心のケアが重要。看護師の長とな
っても、患者さん一人ひとりの考え方を理解し思いを
大切に看護することを信念に、気弱になっている患
者さんの気力を取り戻す努力をされました。「とにかく
がむしゃらに働きました。しんどいと感じたことはありま
せん。よき先輩や同僚にも恵まれ、家族も理解してく
れたおかげです。感謝しています。」と高見さん。

瑞宝双光章 高 見 里 美さん（豊倉町）

市
と
市
観
光
協
会
の
主
催
に
よ
り
市

民
会
館
で
盆
栽
展
を
開
催
。
10
月
29
日

貊
、
審
査
会
が
行
わ
れ
、
丹
精
込
め
て

育
て
ら
れ
た
27
名
、
作
品
31
点
の
中
か

ら
各
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

加
西
市
盆
栽
展

力力力力
作作作作
がががが
「「「「
加加加加
西西西西
のののの
秋秋秋秋
」」」」
をををを
彩彩彩彩
るるるる

第38回
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昨
今
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
厳

し
い
社
会
の
環
境
を
踏
ま
え
、
加

西
市
青
少
年
補
導
委
員
（
女
性
協

力
員
）
で
は
、
み
ん
な
で
話
し
合

Active Kasai★★★★★★★★★★★★★★★★★

っ
た
結
果
、
各
小
学
校
通
学
路
に

お
い
て
、
保
護
立
番
を
し
て
、
安

全
を
見
守
る
お
手
伝
い
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

今
日
も
児
童
の
下
校
時
間
に
合
わ

せ
、
市
内
の
ど
こ
か
で
保
護
立
番

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

代
表
の
吉
田
早
苗
さ
ん
か
ら
こ

ん
な
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

『「
こ
ん
に
ち
は
。
お
ば
ち
ゃ
ん
」

「
お
帰
り
な
さ
い
。
気
を
つ
け
て

帰
っ
て
ね
。」
宇
仁
校
区
の
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
に
心

が
和
み
ま
す
。

昨
年
よ
り
加
西
市
青
少
年
補
導

委
員
（
女
性
協
力
員
）
が
新
た
に

小
学
生
低
学
年
の
下
校
時
に
保
護

立
番
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
月
に

一
度
は
立
ち
番
を
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
「
お
ば
ち
ゃ
ん
!

ど
こ

の
人
な
の
？
」「
補
導
員
の
お
ば

ち
ゃ
ん
よ
」「
ふ
ー
ん
」
私
の
腕

章
を
見
な
が
ら
「
あ
り
が
と
う
。

さ
よ
う
な
ら
」
と
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
て
帰
路
に
つ
い
て
い
る
姿
が

微
笑
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

最
近
の
子
ど
も
は
、
現
代
っ
子

ら
し
く
、
は
き
は
き
し
た
態
度
が

心
地
よ
く
映
り
ま
す
。
こ
の
時
勢

に
育
つ
児
童
た
ち
を
ど
の
よ
う
に

見
守
れ
ば
よ
い
の
か
、
若
い
両
親

た
ち
は
毎
日
が
忙
し
い
生
活
の
中

で
悪
戦
苦
闘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

十
年
一
昔
の
諺
が
あ
り
ま
す

が
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
環

境
の
中
で
成
長
し
た
私
た
ち
の
世

代
は
、
私
利
私
欲
の
た
め
環
境
を

破
壊
し
、
贅
沢
な
生
活
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
そ
し
て
一
昔
前
の
思

い
出
を
懐
か
し
く
話
し
合
う
の
も

淋
し
い
気
持
ち
の
反
面
、
美
し
い

思
い
出
話
で
終
わ
ら
せ
た
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
世
相
に
合
っ
た
環
境

作
り
を
側
面
か
ら
援
助
し
て
い
く

と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

を
保
護
し
、
育
成
す
る
義
務
が
私

た
ち
に
は
課
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。』
と
吉
田
さ
ん
。

下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
を
目
的
に
、
北
条
小
学
校

（
吉
田
闊
校
長
）
で
は
、
10
月
12

日
貂
〜
14
日
貅
の
３
日
間
、「
お

か
え
り
運
動
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
お
か
え
り
運
動
」
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
発
案
し
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ス
ク

ー
ル
協
力
委
員
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
、
２
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
区
長
会
、
老
人
会
、

子
ど
も
会
、
育
成
会
な
ど
に
協
力

を
呼
び
か
け
今
回
の
全
地
区
で
の

試
行
と
な
り
ま
し
た
。
危
険
な
交

差
点
な
ど
21
箇
所
に
約
１
０
０
名

が
、
下
校
す
る
子
ど
も
た
ち
に

「
こ
ん
に
ち
は
。
お
か
え
り
」
と

声
を
か
け
見
守
り
ま
し
た
。

ワ
ッ
シ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル
協
力
員

の
松
本
正
光
さ
ん
（
福
吉
）
は
、

「
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
み
な
ら

ず
、交
差
点
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、

疎
遠
に
な
り
が
ち
な
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
、
防
犯
と
い
っ
た

面
で
も
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
定
期
的
に
実
施
し
て
も
い
い

の
で
は
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
め
ざ
し
て

″児
童
の
安
全
確
保
に
協
力
し
よ
う

″

取
り
組
み
紹
介
!

蛻北条小学校で行われた「おかえり運動」

蛻代表の吉田早苗さん

北
条
小
学
校
で
は

「
お
か
え
り
運
動
」
を

実
施
!!

小
学
校
低
学
年
を

対
象
に
、
下
校
時
の

保
護
立
番
の

お
手
伝
い
を
!!
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ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ル
シ
ー
ピ
ー
プ
ル
２
０
０
０
の
成
功
に
見
習
っ
て
、
日

本
に
お
い
て
も
﹁
健
康
日
本
21
﹂
を
提
唱
・
推
進
し
て
い
ま
す
。
健
康
の

敵
と
言
わ
れ
る
﹁
肥
満
と
喫
煙
﹂
と
た
た
か
い
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
禁
煙
の
推
進
を
徹
底
的
に
行
い
、
ガ
ン
に
な
る
人

が
減
少
い
た
し
ま
し
た
。
健
康
に
悪
い
と
頭
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
か

な
か
改
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
詳
に
私
も
禁
煙
し
て
か
ら
だ
い

ぶ
な
り
ま
す
が
、
肥
満
解
消
は
日
々
励
ん
で
い
る
の
に
、
結
果
が
顕
著
に

表
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。

加
西
市
で
は
昨
年
４
月
よ
り
全
国
に
先
駆
け
て
、
公
共
施
設
内
及
び
公

用
車
内
全
面
禁
煙
を
打
ち
出
し
、
実
施
を
致
し
ま
し
た
。
愛
煙
家
や
関
係

者
の
皆
様
か
ら
強
い
反
対
意
見
、
連
日
の
抗
議
を
受
け
、
ま
た
県
内
外
か

ら
も
今
後
の
影
響
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
市
長
室
へ
反
対
陳
情
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
タ
バ
コ
を
製
造
、
販
売
さ
れ
て
い
る
方
々
の
お
気

持
ち
も
痛
い
程
よ
く
理
解
で
き
ま
す
し
、
私
も
そ
の
立
場
な
ら
同
じ
行
動

を
と
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
ひ
た
す
ら
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

お
願
い
を
し
続
け
ま
し
た
。

公
用
車
は
市
職
員
が
対
象
で
す
が
、
公
共
施
設
は
不
特
定
多
数
の
方
が

利
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
タ
バ
コ
を
喫
わ
れ
な
い
方
々
の
間
接(

受
動)

喫
煙

に
よ
る
影
響
を
考
え
、
何
と
か
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め
続
け
ま
し
た
。

決
し
て
反
対
者
全
員
の
ご
理
解
を
得
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
施

後
１
年
半
が
経
過
し
た
今
日
、
多
く
の
自
治
体
や
事
業
所
も
追
随
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
今
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
を
第
一
に
考

え
た
末
に
下
し
、
当
時
の
や
や
強
引
と
も
言
わ
れ
た
決
断
に
対
し
て
大
変
力

強
い
応
援
や
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

″健
康
都
市
か
さ
い
″
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
西
市
長

No. 6

蘆
写
真
…
下
若
井
町
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
で

餅
つ
き
を
楽
し
む
柏
原
市
長

″健
康
都
市
か
さ
い
″

を
め
ざ
し
て

皆
さ
ん
は
「
週
に
何
回
買
い
物

に
行
き
ま
す
か
？
」「
環
境
の
こ

と
を
考
え
て
買
い
物
を
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
」
買
い
物
を
す

る
時
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
、
誰
で
も
す
ぐ
に
始
め
る
こ

と
の
で
き
る
取
り
組
み
の
一
つ
で

す
。
今
回
は
環
境
に
配
慮
し
た
買

い
物
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
が
ご
み
減
量
、

ひ
い
て
は
環
境
保
全
の
観
点
か
ら

も
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

買
い
物
を
す
る
時
は
、
自
分
の

買
い
物
袋
「
マ
イ
バ
ッ
ク
」
を
持

っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
市
内
の

買
い
物
す
る
時
は
「
マ
イ
バ
ッ
ク
」
を
!

買
い
物
袋
持
参
運
動

お
店
で
は
、
レ
ジ
で
配
布
す
る
レ

ジ
袋
を
減
ら
す
運
動
を
し
て
い
ま

す
。買

い
物
と
い
っ
て
も
専
用
の
袋

を
用
意
す
る
必
要
も
な
く
、
家
庭

に
眠
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
や
布
袋

な
ど
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た

食
材
の
購
入
は
バ
ラ
売
り
を
、
本

の
カ
バ
ー
や
過
剰
包
装
は
断
る
な

ど
、
必
要
で
な
い
も
の
は
断
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
23
日
貍
く
ら
し
と
生
活
を

守
る
会
（
篠
倉
登
喜
子
会
長
）
は
、

く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会
の

メ
ン
バ
ー
が
呼
び
か
け

ジ
ャ
ス
コ
加
西
店
と
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
古
坂
店
で
買
物
袋
持
参
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

17
人
が
両
店
の
入
口
で
「
買
い
物

す
る
時
は
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
を
」

と
呼
び
か
け
、
買
い
物
客
ら
に
３

０
０
袋
の
買
い
物
袋
を
配
布
し
ま

し
た
。

蜷Reduce（リデュース）＝（減らす）
詰め替え商品や量り売り、バラ売りの
商品を選んで、ごみが出ないようにし
ましょう。

蜷Reuse（リユース）＝（再使用）
フリーマーケットを活用して、使わな
くなったものを誰かに使ってもらいま
しょう。

蜷Recycle（リサイクル）＝（再利用）
牛乳パックなどの店頭回収や市の分別
収集に協力しましょう。

蜷Refuse（リフューズ）＝（断る）
レジ袋を受け取らなくてもいいように
買い物にマイバック（買い物袋）を持
参しましょう。

蜷Repair（リペア）＝（修理する）
電化製品や家具、おもちゃなどが壊れ
ても修理や部品交換をして長く使いま
しょう。

5R生活って知っていますか？
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ごみの減量運動「5R」を守りましょう
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光とともに…6 戸部けいこ
デッドフォードのネズミたち２ ロビン・ジャーヴィス
砂漠でみつけた一冊の絵本 柳田邦男
昭和の皇室をゆるがせた女性たち 河原敏明
ひと味ちがう筆遊びの年賀状 森　千景
介護度別高齢者の生活レクリエーション 高橋紀子
犯罪心理学 細江達郎
サプリメント事典 蒲原聖可
鍋でごはんを炊こう 平松洋子 他
そのときは彼によろしく 市川拓司
原罪の庭 篠田真由美
別れの後の静かな午後 大崎善生

CD HEART  OF  GOLD EXILES
CD エキソドス Utada
CD 日々燦々 河口恭吾
CD Completely  Recorded 槇原敬之
CD ウーマン６ オムニバス
CD Feel  BEST オムニバス

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

新 着 ＶＡ

〔休館日〕毎週月曜日・国民の祝日・毎月末日

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

こ
こ
ろ
の
満
ち
欠
け
視
て
来
た
風
と

岡
　
　
夕
花

ぽ
ろ
り
こ
ぼ
れ
た
の
で
受
け
皿
の
慌
て
よ
う

辻
　
　
美
沙

薬
効
ま
だ
ま
だ
片
雲
の
時
間
帯

い
し
だ
　
實

百
日
紅
燃
え
つ
づ
け
て
い
る
　
戦
が
熄
ま
な
い
の
で

北
村
　
栄
一

青
虫
葉
っ
ぱ
の
裏
で
次
の
保
護
色
考
え
る

萩
野
　
　
享

一
度
で
い
い
か
ら
こ
の
命
　
燃
え
て
み
よ
か
し
蝉
の
ご
と

蓬
莱
　
　
勉

ゴ
ー
ヤ
が
抱
い
て
い
た
の
は
鮮
血
の
種

佐
治
　
　
靖

爬
虫
類
色
の
町
に
棲
ん
で
⋯
人
間
で
い
る
と
い
う
事

井
塚
　
理
人

立
ち
泳
ぎ
で
夕
日
を
見
て
い
る
私

山
本
　
あ
き

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

ねひめホールイベント情報

映画：「スウィート ノベンバー」
2001年製作　米国

監督：パット・オコナー
主演：キアヌ・リーブス　シャーリーズ・セロン

「私の11月だけの恋人にならない？不幸な男性を救うのが特技なの。」
広告業界で働く“仕事人間”ネルソンの前に現れた不思議な女性サラ。
こうして、ネルソンは腕時計をはずされ、携帯電話を捨てられ、ふたりの期間
限定の奇妙な恋人生活が始まった。自由奔放に生きるサラは言葉通りネルソンの
生活の全てを変えていく。いつしかネルソンは、本気でサラを愛するようになるが
……。期間限定の恋 ― ふたりの季節がはじまる。

◆日　時／11月26日貊 午後７時30分～９時30分
◆場　所／地域交流センター 多目的ホール
◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

11月のねひめCue! 上映作品

ボランティアとは、「自発的な発意に基づいて、活動に対する金銭
的な見返りは求めずに、社会的な活動に参加する人」であり、
NPOは、「ある特定の社会的目的を追求するために、営利を目的
とせず、独立した民間の自発的な組織として、継続的に何らかの
社会サービスを提供している団体」のことをいいます。
ボランティアは、社会貢献や社会参加・生きがいを目的とした自
発的に無償の活動を行う「個人」に注目した言葉で、NPOは、社
会的課題の解決をめざす「組織」に注目した言葉です。ボランテ
ィアは自発的に活動するため、自由に活動を始めたり、やめたりす
ることができます。また、無償で活動するため、費用がかかる場合
は活動の継続が難しくなるという側面もあります。
しかし、ボランティアからサービスを受ける人（受益者）には、安
定したサービスを継続して受けたいというニーズがあります。そこで、
NPOという組織がコーディネート役を果たすとともに、資金を調達す
ることで、ボランティアの自発性を保ちつつ、受益者には安定したサ
ービスを継続して提供していくことができます。
個人的に行うボランティア活動を除けば、ボランティアは活動に参

加する側であるのに対して、NPOはボランティアの参加する場をつ
くる、参加を求める側であるといえるでしょう。

内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向け

の本の読み聞かせ、紙芝居

11月20日貍・27日貍
12月11日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向け

のアニメの上映

12月4日貍
14：00～14：30

ねひめCue! は地域の映画文化を豊かにしていくために、それぞれの地域に暮らす
人々の手で映画を見ることができる場（コミュニティシネマ）作りをめざす
市民映画上映グループです。

地域交流センター ＮＰＯ講座
ボランティアとＮＰＯ

ボランティアとＮＰＯの違い
項　　目 ボランティア ＮＰＯ
概　　念 個人 組織

資 金 源 会費収入、事業収入、寄付金

目　　的
社会貢献
個人の参加・生きがい

組織的に社会的問題の解決をめざす

収益・報酬
との関係

原則として無報酬（無償）

会計や事業収入を活動費やスタッフ
の人件費、管理費などに充てるが、構
成員には配分せず、事業に再投資す
る（非営利）



10月27日貉、制度施行55周年記念式典の席上、更
生保護活動に貢献された次の方々が表彰を受けました。
蜷全国保護司連盟会長表彰　柏原信也（古坂）蜷近畿
地方更生保護委員会委員長感謝状　小路喜美子（江ノ
木）蜷神戸保護観察所長表彰　高見英市（和泉）蜷神
戸保護観察所長感謝状（更生保護女性会員）板井ちさ
代（網引）蜷兵庫県保護司会連合会会長表彰　明井教
玄（別所）蜷神戸保護観察所長感謝状（社会を明るく
する運動民間協力者）譁三昌　代表取締役　永田昌寛

高齢者と幼稚園の合同運動会
10月21日貅、北条東幼稚園で、高齢者大学「サルビア学園・

しらかし学園」の受講生と、北条東幼稚園児の合同運動会が行
われ、だるま引きや
綱引き、玉入れなど
を一緒に楽しみまし
た。競技終了後、子
どもたちが「あそん
でくれてありがとう」
と書いたメッセージ入
りのメダルをプレゼン
トし、にこやかに握手
を交わしていました。

10月24日豸、加西ライオンズクラブ（三宅通義
会長）は結成40周年を迎え、健康福祉会館で「和」
を会長スローガンに記念式典を開催しました。記念
事業として消防署・防犯協会・社会福祉法人ゆたか
会に軽自動車を各1台、社会福祉協議会にビデオ
プロジェクターと全自動大型電気乾燥機を寄贈。ま
た北播磨ビジョン委員会加西支部へ、ねひめの森
づくりの案内板を設置していただきました。

10月24日豸寿公園（横尾）の特設土俵で、加西商工会議所青年部（松尾
英樹会長）による第18回子供相撲大会が行われました。市川高校相撲部によ
る模範演技に続いて、小学5・6年生
の団体戦・個人戦が行われ熱戦の連
続に、大きな声援が飛び交いました。
優勝者・団体は次の通り。（敬称略）
団体：5年生の部　北条Ｃ

6年生の部　下里
個人：5年生の部　小田誠（北条東）

6年生の部　高見英佑（北条）

災害のないまちづくりをめざして
第18回幼年・少年・婦人消防フェスティバル

ちびっこ力士が熱戦!  第18回子供相撲大会

古坂まちづくり委員会
―観月の夕べ音楽会―

更生保護活動に貢献された
方々が表彰を受賞

加西ライオンズクラブ40周年を記念して
消防署等へ軽四自動車を寄贈
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各クラブの交流、防火・防災意識を高める目的で、第18回の消防フ
ェスティバルが、10
月16日貍市民グラウ
ンドで約1,000人が参
加し行われました。県
消防防災航空隊と消防
署の合同救急搬送連携
訓練の後、参加者は、
地震体験、煙体験、消
防車放水体験など9箇
所の体験コーナーを通
じて火災予防知識を身
につけました。

古坂まちづくり委員会は平成13年に設立され、
月に1回程度地元の住民が集まり「古坂里山公園
づくり」を計画しています。公園は改装中の観音堂
を起点にランドマーク展望台まで散策できる、「人と
自然が共生する里山めぐり」のコースを整備中です。
そんな中10月10日豸建て替え中の観音堂で、天
井板祈祷法要と三世代交流を目的とした「観月の
夕べ音楽会」を行いました。竹灯ろうで照らされた
会場では、地元小学生によるオカリナ演奏やフルー
ト・チェロ・キーボードによる演奏が行われました。

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）

（写真左から高見幹事、三宅会長、友藤大会委員長、
沢下大会副委員長）



10月17日豸、加西商工まつりの式典において、優れた技能をもって社会に貢献し、
永年にわたって一つの仕事に取り組み、地域産業に寄与された2名の方に対し「加西
市技能顕功賞・功労賞」を贈りました。受賞者は次のとおりです。（敬称略）
☆技能顕功賞 中嶋　章廣（繁昌町・写真左）・建具製造業
建具職人として昭和42年より37年間、木製建具・アルミサッシ・襖などの製作施行

に従事。一級木工技能を習得するなど誠意をもった積極的な姿勢で建具業に取り組
み、後継者の指導にあたられています。
☆技能功労賞 菅野　茂和（常吉町・写真右）・建築大工
昭和21年に入職し、57年間建築大工一筋に従事。日本古来の規矩術を習得し、木造軸組工法の中で入母屋作りの民家を中心

に多くの新築工事に携わられました。安全衛生面にも留意して、資格の習得、安全衛生災害防止に努められています。

2名の技能者を表彰

畑第三営農組合が地域おこしで
近畿農政局長賞を受賞

農山漁村の活性化に貢献したとして、「豊かなむらづくり
全国表彰事業」の近畿農政局長賞を畑町の「畑第三営農組
合」が10月18日豺受賞されました。
同組合の経営耕地は約15haで、酒米「山田錦」を使った

地酒造りや無臭ニンニク・ジャンボニンニクの生産・販売に積
極的に取組み、継続性・採算性のある営農活動を展開されて
います。また地元の小中学生を対象にした、もち米の手植
え・手刈りの実施や正月の住民総出の麦踏みを通して、農業
の抱える最も大きな問題である「担い手の育成」が図られ、
この点が高く評価されました。

☆第30回市民剣道大会
【個人戦】蜷小学生1・2年　加
藤諒（北条少年剣修会）蜷小
学生3・4年男子 中原賢哉（北
条少年剣修会）蜷小学生3・4
年女子　岡本伽林（加西剣道
子供会）蜷小学生5・6年男子
西田直人（北条少年剣修会）
蜷小学生5・6年女子　岩本早
稀（北条少年剣修会）蜷中学生1年男子　井上隆志（加西中）蜷中
学生1年女子　石田真央（北条中）蜷中学生2・3年男子　高原教旗
（善防中）蜷中学生2・3年女子　頃安真未（泉中）
【団体戦】蜷中学生男子　泉中Ａ 蜷中学生女子　泉中Ａ
☆第26回市長杯少年野球大会 九会
☆第22回市民硬式テニス大会
蜷一般男子　玉木・湯原（ツバキTC）蜷一般女子　友井・山田（Team
ラー）蜷壮年男子　佐枝・津田（ツバキTC）蜷壮年女子　塚原・小畑
（加西ローンTC）蜷ミックス 山田・山田（三洋電機）
☆第35回親善サッカー大会
蜷一般の部　ASAKAZE・チーム18 蜷中学生の部　泉中3年
☆第2回親善バスケットボール大会
【高校・一般の部】蜷男子　ベアーズ　蜷女子　北条高等学校

（敬称略）

市では今年の6月に幼稚園や小学校などに食虫植物を
配布し、普及活動をしています。そんな中、10月16日
貍北条小学校3年生の学級PTA活動「親子ふれあい」の
一環として、食虫植物「サラセニア」の株分け作業を行
いました。事前にフラワーセンターで学んできた住民の
指導で、大きく育った株を手で割り、日向土の上に小さ
く割った株をおき、水苔で覆って株分けが完成しました。
その後、植木鉢に親子で好きな絵を描きました。参加し
た親子は「株分けは思ったよりも簡単。2・3年後には
株分けし、親戚とかにも配布したい」と話されていまし
た。

食虫植物「サラセニア」一家に一鉢をめざす
北条小学校で株分け
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第37回加西市体育大会各種目の優勝者

山川近畿農政局長から表彰を受ける安富俊毅組合長



★身近な人権課題『障害者と人権』
「バリアフリー」という言葉を聞いたことがありま
すか。「バリア」とは「障壁」のことで、これをなく
すことを「バリアフリー」といいます。高齢者や障
害のある人にとっては、少しの段差や階段が壁
（バリア）となって、移動の妨げとなります。これら
が物理的なバリアです。また、「障害のある人だか
ら・・・」という、先入観で相手に対する態度を変え
てしまうことは心理的なバリアになります。この他
免許や資格の取得を制限・禁止するといった制度的
バリア、文化・情報にかかわるバリアがあります。こ
のような物理的や心理的、制度的、文化・情報にか
かわるバリアをなくすことが「バリアフリー」です。
バリアフリーは障害のある人だけでなく、高齢者

や子どもにも生活しやすい社会を実現することに
つながります。
障害のあるなしにかかわらず、家庭・地域や職

場・学校などで共に日常生活を送り、すべての人た
ちが幸せに暮らす社会があたりまえの社会です。先
入観によるこだわりをなくし、相手の人格を尊重す
ることがバリアフリー社会への第一歩です。共に協
力しあい、バリアフリーの社会を実現したいもので
す。

市
内
に
は
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊

場
巡
り
の
巡
礼
道
を
は
じ
め
、
北
条
を
中

心
と
し
て
北
か
ら
時
計
回
り
に
「
丹
波
・

宮
津
街
道
」、「
西
京
街
道
」、「
兵
庫
街

道
」、「
高
砂
街
道
」、「
姫
路
街
道
」、「
山

崎
街
道
」
な
ど
の
街
道
が
放
射
状
に
整
備

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
道
標
は
、
街
道
か
ら

分
岐
す
る
場
所
、
橋
の
た
も
と
、
山
道
、

野
中
の
道
な
ど
の
要
所
に
建

立
さ
れ
旅
人
や
巡
礼
者
な
ど

が
、
難
渋
し
な
い
よ
う
に
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
道
標
は
、
こ
の

よ
う
な
道
路
案
内
標
示
と
し

て
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
で
な

く
、
な
か
に
は
仏
像
や
戒
名

を
刻
む
も
の
も
あ
り
、
供
養

等
の
念
願
を
込
め
た
も
の
で
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
市
内
に
は
、
約
二
百
六
十
基

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
々
そ
の
数
は
減
じ

て
い
る
よ
う
で
す
。

倉
谷
町
地
内
に
も
、
五
基
（
一
基
不
明
）

の
道
標
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
内
、
二

基
の
道
標
は
、
平
成
十
五
年
度
調
査
で
新

た
に
確
認
で
き
た
も
の
で
、
ア
シ
ガ
下
池
の

は
じ
め
に

本
校
で
は
、
数

学
と
英
語
に
お
い

て
、
少
人
数
授
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
よ
り
き
め
細

や
か
な
指
導
を
す
る
た
め
、
そ
し
て

生
徒
た
ち
の
多
種
多
様
な
要
望
に

対
応
す
る
た
め
に
学
生
の
補
助
指

導
員
（
ヤ
ン
グ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
感
想
か
ら

私
た
ち
は
、
生
徒

に
と
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
に
な
る
の
で
は
と

最
初
心
配
し
ま
し
た

が
、
つ
ま
ず
い
て
い
る

生
徒
に
声
を
か
け
る
と
生
徒
も
素

直
に
聞
き
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
生
徒
た
ち
は
、
気
軽
に
質
問

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
質

問
の
大
半
が
英
単
語
の
ス
ペ

ル
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、

数
学
の
公
式
を
忘
れ
た
り

と
い
う
さ
さ
い
な
こ
と
で

す
。
そ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
疑

問
、
つ
ま
ず
き
の
積
み
重
ね

が
「
わ
か
ら
な
い
」
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
私
た
ち
が
そ
れ
と
な
く
教
え

た
り
、
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
と
、「
わ

か
っ
た
。」
と
す
ぐ
に
理
解
を
し
ま

す
。
こ
の
、「
わ
か
っ
た
」
と
思
え
る

瞬
間
が
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
た
瞬
間

で
あ
り
、
そ
の
瞬
間
を
多
く
経
験

す
る
こ
と
が
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に

生
徒
か
ら
は
「
授

業
が
わ
か
り
や
す
く

な
っ
た
」「
質
問
し
や

す
く
な
っ
た
」「
授
業

に
集
中
し
て
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
解
け
る
喜
び

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
喜
び

等
を
実
感
し
、
意
欲
を
持
っ
て
授
業

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ヤ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
導

入
に
よ
り
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
指

導
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
基

礎
・
基
本
的
な
学
力
は
確
実
に
定
着

し
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
や
が
て
「
生

き
る
力
の
育
成
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
を
大
切
に
す
る
授
業

東
南
た
も
と
の
藪
中
に
東
西
に
並
び
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
凝
灰
岩
製
の
道
標
は
、
い

ず
れ
も
正
面
上
部
に
地
蔵
座
像
が
刻
ま

れ
、
西
側
の
道
標
下
部
に
は
、「
右

ほ
つ

け
山
」「
左

か
こ
川
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
東
側
の
道
標
下
部
に
も
「
右

ひ
ろ
ミ

」「
左

た
か
さ

」
の
文

字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
前
者
が
姫
路
の
広

峰
神
社
、
後
者
が
高
砂
を
指
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
道
標
の
道
向

こ
う
に
も
、
同
型
、
同
規
模
の
道
標
が
あ

り
、
下
部
に
は
「
東

あ
を

小
野
」
と

刻
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
建
立
さ
れ
た
こ
の

場
所
が
街
道
の
辻
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま

す
。
か
つ
て
は
、
旅
人
が
頻
繁
に
行
き
交
っ

た
だ
ろ
う
街
道
の
面
影
も
、
今
は
一
部
に

そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

参
考
文
献
「
加
西
の
道
標
」
加
西
市
教

育
委
員
会
（
平
成
六
年
）

「いつまでも住み続けたいまち、住んで
いてよかったと言えるまち」をめざして

加西市立泉中学校

139

石造文化財編

（倉谷町）

倉谷の道標

10２００４年１１月号（No.４８５）

ひょうどう



出
産
は
女
性
の
人
生
に
お
け
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
で
あ
り
、
出
産
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

ニ
ー
ズ
は
多
種
・
多
様
化
、
高
級
志
向
化
し
て

い
ま
す
。
一
方
少
子
化
に
伴
い
当
院
で
も
年
々

出
産
件
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
大

切
な
生
命
の
誕
生
を
ど
の
よ
う
な
選
択
基
準
や

方
法
で
場
所
の
選
択
を
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り

た
く
、
市
内
各
保
育
園
の
保
護
者
８
８
６
名

（
回
収
率
８
４
１
名
・
94
％
）
の
方
々
に
分
娩
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依
頼
し
、
出
産
件

数
増
加
の
方
策
を
立
て
る
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

施
設
を
選
ぶ
基
準
は
①
自
宅
に
近
い
②
食
事

が
美
味
し
い
③
医
師
が
信
頼
で
き
る
④
病
室
や

診
察
室
が
き
れ
い
⑤
友
人
・
知
人
の
勧
め
の
順

で
あ
り
、
施
設
別
の
分
娩
件
数
は
開
業
医
が

60
％
を
占
め
、
次
に
当
院
及
び
他
の
総
合
病

院
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
開
業
医
を
選
ん
だ
理

由
の
上
位
と
し
て
は
①
食
事
が
美
味
し
い
②
病

室
や
診
察
室
が
き
れ
い
と
ア
メ
ニ
テ
イ
に
関
す
る

事
で
あ
り
、
加
西
病
院
を
選
ん
だ
理
由
は
①
自

宅
か
ら
近
い
②
何
か
あ
っ
た
時
に
安
心
、
と
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
・
安
全
性
で
し
た
。
ま
た
加

西
病
院
を
選
ば
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
①
混
合

病
棟
（
小
児
科
や
他
科
の
患
者
さ
ん
と
一
緒
で

あ
る
）
②
午
後
の
診
察
が
な
い
③
ゆ
っ
く
り
で

き
る
雰
囲
気
で
な
い
等
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
自

由
記
載
欄
に
は
個
室
料
金
が
高
い
、
食
事
が
ま

ず
い
な
ど
の
意
見
等
が
多
数
あ
り
、
改
め
て
産

婦
人
科
病
棟
に
求
め
ら
れ
て
い
る
姿
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
機

に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
、
ご
指
摘

の
一
つ
一
つ
の
問
題
点
の
改
善
に
向
け
て
努
力
・

検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
産
婦
人

科
外
来
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
診
療
内
容

も
さ
ら
に
安
全
性
の
追
求
、異
常
の
早
期
発
見
、

予
想
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
考
慮
し
な
が
ら
、
よ
り

健
康
に
快
適
に
妊
娠→

出
産→

産
後
を
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
医
師
・
助
産
師
・
看
護
師

が
サ
ポ
ー
ト
役
を
担
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
食
事
の
改
善
、
病
室
・
診

察
室
の
清
潔
感
や
綺
麗
さ
、
安
価
で
利
用
し
や

す
い
個
室
や
病
室
の
充
実
、
午
後
診
の
検
討
、

さ
ら
に
女
性
だ
け
の
女
性
病
棟
と
し
て
の
病
棟

編
成
等
、
課
題
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
全
て
掲

載
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
詳
し
く
は
当

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
市
内
各
保
育
園
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

上手な利用で安心生活
～介護保険～

分
娩
に
関
す
る
市
民
の
意
識
調
査

〜
選
ば
れ
る
産
科
病
棟
を
め
ざ
し
て
〜

市
立
加
西
病
院

東
3
病
棟
　
志
方
邦
子
・
ス
タ
ッ
フ
一
同

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp 

い
ず
み
会
会
員
（
別
府
中
町
）

谷
口
賀
津
子
さ
ん

〈シェフから一言〉

長芋は他の芋と違って生で食べられるの
が特徴です。でんぷん消化酵素のジアス
ターゼを多く含んでおり、たくさん食べて
もおなかをこわさないのは、そのためです。

キャベツの葉（200g）、きゅうり（90g）、人参（150g）、
セロリ（季節の野菜＝100g）、長芋（100g）、醤油
（大さじ3）、酢（大さじ2）、だし汁（大さじ1）、レモン
汁（1コ分）、みりん（小さじ1）

笊季節の野菜をせん切りにして、氷水にさらし、
ぱりっとさせ、水気を切っておく。

笆調味料を合わせる。
笳長芋をする。
笘皿に笊を盛り、その上に笳の長芋・笆のドレッ
シングをかけ、きざみのり・かつおぶし（適量）
をのせて混ぜ合わせて食べる。

〈作り方〉

入院中のAさんの要介護認定申請があったの
で、病院で要介護認定調査を行い、今後の生活
についても話し合いました。
２ヶ月で退院が決まったもののAさんは不安そう
な表情です。Aさんは３年前から１人暮らし、今ま
で何とか家事をこなし生活してきたものの、右側
に麻痺が残り、歩きにくい、右手が上がりにくく着
替えがしにくいことなどがあり、家へ帰りたいが不
安なので、施設入所を話されました。そこで、A
さんが希望している在宅生活をかなえるために、
担当の※ケアマネジャーを決め、Aさんや娘さんと
の話し合いを持ち、介護保険サービスを中心とし
た、サービスの計画を立ててもらう事になりました。
計画の内容は、介護保険を利用して、ヘルパ

ーの訪問による、掃除・洗濯・食事作り、週１回の
デイサービス、配食サービス、民間の食材戸配、
娘さんにも仕事が休みの日には訪問して状況確
認することと、受診の際の介助が託されました。
またAさんの不安を少しでも解消するために民生
委員さんや近所の方にも声をかけてもらうよう、お
願いすることになりました。まもなく、要介護1と認
定され、退院と同時にサービスが開始されました。
退院後は不安が強く、事あるごとに娘さん宅に

電話をかけていたAさんでしたが、６ヶ月が経過し、
生活にもなれて、最近では少しずつ家事にも挑戦
中。ケアマネジャーと相談して、介護計画の内容
を微調整されています。
Aさんのように希望する在宅生活が実現するた

めに介護保険制度を上手に利用したいものです。
介護保険に関するお問い合わせは、保険課介

護保険係（蕁瀚8788）まで。

（加西市歯科衛生士会）

歯の定期クリーニングを

自分では落としきれない汚れを
年に数回、歯科医院で専門的に
掃除してもらっている人は、むし歯
の発生が極端に少なく、歯周病の
進行が停止している場合もあるとい
う報告があります。歯の表面がツ
ルツルし、汚れが付きにくくなるの
で、定期クリーニングを行いましょう。
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〈材　料（4人分）〉

※ケアマネジャー・・・介護保険要介護・要支援者からの
相談に応じ、その希望や心身の状況から適切なサー
ビスが利用できるように、市、居宅サービス支援事
業所、介護保険施設等との連絡調整を行います。



乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■母子健康手帳の交付 午前８時30分～午後５時15分

妊　婦 随　時　　 健康長寿課（市役所２階）

■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成16年９月生まれの乳児 11月30日（火）

《平成16年10月生まれの乳児 12月21日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成16年７月生まれの乳児 12月１日（水）

《平成16年８月生まれの乳児 １月12日（水）》

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成15年６月生まれの幼児 12月７日（火）

《平成15年７月生まれの幼児 １月11日（火）》

■3歳児健診 午後１時～２時

平成13年10月生まれの幼児 12月14日（火）

《平成13年11月生まれの幼児 １月18日（火）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 12月16日（木）

《１月20日（木）》

■離乳食講習会 午後１時～１時30分

初期：３～６か月の乳児の保護者

12月24日（金）

《２月25日（金）》

中期：７～８か月の乳児の保護者

１月28日（金）

《３月25日（金）》

■プレママ教室（妊婦教室） 午後１時～１時30分

妊娠５～８か月（安定期）のママ、祖父母

12月２日（木）

《１月６日（木）》

■パパママクラブ（予約制） 午後１時～１時30分

妊娠５～６か月のパパ・ママ ２月３日（木）

妊娠８か月以降のパパ・ママ ３月３日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
12月７日（火）午前10時～午後３時　午後３時～人権啓発活動

市民会館・ジャスコタウン加西・アスティアかさい

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
12月７日（火）午後１時～午後３時

市民会館

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
12月２日（木）健康福祉会館

12月２日（木）善防公民館

12月９日（木）農村環境改善センター

12月16日（木）北部公民館

■法律相談
12月22日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時

■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後４時

市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週水・木曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階地域交流センター相談室

■教育相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　教育研修所

■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階男女共同参画センター相談室

電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）

■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉

月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）

■母子相談（母子に関する相談）
毎週火・木曜日　午後１時～午後４時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

母子健康手帳を
お持ちください。）（

（受付時間）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越しください。
★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。
★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちくだ
さい。

宇仁小学校４年

常　峰　泰　地くん

このコーナーに掲載を希望される方は、写真とメッセージを
〒675-2395 加西市役所秘書広報課まで。（蕁瀚８７０１）

元気いっぱい。すなおでやさ
しい子になってね!

〈ママの一言〉

高見　彩斗くん（写真左）

章斗くん（写真右）
2歳4カ月
（中富町）

ぼくの夢

パパ・重則さん
ママ・尚美さん

12２００４年１１月号（No.４８５）新築・増築・滅失された家屋については、ご連絡をお願いします。★税務課資産税係（蕁瀚8713）
●只今、家屋調査巡回中!

パート①

パート②



職場に「ビジネス講座の勉強が途中になってい
るので続けるか停止するか」と電話があった。最後
まで勉強していない講座があるので「停止する」
と伝えたら、「書類を送るので返送するように」と
言われた。信用できるか？
電話勧誘販売では突然の電話を聞いているう

ちに相手のペースに乗せられてしまいがちです。以
前の講座は勉強が途中であろうと関係なく終了し

ています。今回よくわからないまま「停止する」と
言ったようですが、新しい講座の申し込みですので、
いらない時は書類が送られてきた日を含め8日以
内にクーリングオフの通知をするとよいでしょう。
しつこい電話にはキッパリ断ることが大切です。
勧誘を断った人に再度勧誘することは法律で禁止
されています。勧誘しないよう告げ電話を早目に
切ることです。

■問合先 消費生活相談窓口（毎週水、木曜日・午前9時～午後4時、地域交流センター蕁瀚8739）
ハナサク

「停止する」が講座契約に
このたび10月９日の北条地区の町

ぐるみ健診が台風のため中止となり
ました。健診を受診できなかったの
方は、12月５日豸JA本店での町ぐる
み健診（全健診午前中で終了）を
ご利用ください。詳細につきましては
広報10月号８ページをご覧ください。
◆問合先 健康長寿課（蕁瀚8728）

町ぐるみ健診

２００４年１１月号（No.４８５）13 交通の妨げになる道路に、はみだした草木を所有者は刈り取りましょう。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
季
は
空
気

が
乾
燥
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
か
ら
火
事
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
す
。
特
に
、
焼
却
火
・

た
ば
こ
・
機
械
器
具
・
コ
ン
ロ
・

暖
房
器
具
・
放
火
等
の
火
災
が
増

え
て
い
ま
す
。

【
火
災
予
防
を
広
げ
る
た
め
に
】

★
消
防
署
・
消
防
団
防
火
宣
伝
パ

レ
ー
ド
…
11
月
７
日
豸

加
西
市
消
防
本
部
・
消
防
団
に

よ
り
、
市
内
全
域
を
対
象
に
６
班

編
成
（
消
防
車
両
・
広
報
車
　
計

36
台
、
84
名
）
で
防
火
パ
レ
ー
ド

を
行
い
、
市
民
に
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

★
市
街
地
火
災
防
御
訓
練
・
一
斉

非
常
演
習
…
11
月
７
日
豸

消
防
署
員
・
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
と
機
械
器
具
の
整
備
及
び
防

御
戦
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市

役
所
駐
車
場
で
、
消
防
署
・
消
防
団

第
１
分
団
合
同
に
よ
り
、
市
街
地

火
災
防
御
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
分
団
に
お
い
て
は
地

域
の
実
態
に
応
じ
た
消
防
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

★
自
衛
消
防
実
戦
競
技
大
会

…
11
月
９
日
貂

加
西
市
防
火
協
会
（
植
田
茂
夫

会
長
）
の
主
催
で
、
消
防
用
設
備

の
取
り
扱
い
技
術
の
習
熟
及
び
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的
と
し

て
市
内
20
事
業
所
が
参
加
し
て
自

衛
消
防
実
戦
競
技
大
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
消
火
器
競
技
、
屋
内
及

び
屋
外
消
火
栓
放
水
競
技
の
３
部

門
に
わ
た
っ
て
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
競
い
ま
し
た
。

★
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の

防
火
訪
問

…
11
月
８
日
豺
〜
11
月
11
日
貅

社
会
福
祉
協
議
会
と
関
西
電
力

と
一
緒
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
火
の
元
及
び

電
気
器
具
の
点
検
を
行
い
、
火
災

予
防
の
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

◎
市
民
救
命
士
講
習
会

突
然
の
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た

と
き
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
必
要
な
応
急
手
当
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
尊
い
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
、
第
４

日
曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、各
種
団
体
に
つ
い
て
は
、

第
４
日
曜
日
以
外
の
日
で
も
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先

消
防
本
部
救
急
指
導

課
（
蕁
瀚
０
１
１
９
）

消
防
本
部
か
ら
お
知
ら
せ

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

火は消した？
いつも心に きいてみて

（全国統一標語）

秋季火災予防運動
【11月9日貂～11月15日豺】

消
防
署
で
は
火
災
の
発
生
し
や
す
い
こ
れ
か
ら
の
時
季
に

備
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
火

災
予
防
に
係
る
様
々
な
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
火
災
予
防
に
！

様
々
な
呼
び
か
け
を
実
施

―消防署だより―



14２００４年１１月号（No.４８５）

11月21日（日）横田内科医院 （北条町・蕁瀚５７１５）
23日（火）坂部整形外科 （北条町・蕁潴１４４４）
28日（日）大杉内科医院 （別府町・蕁瀰００２３）

12月 5日（日）荒木医院 （北条町・蕁瀚９７１１）
12日（日）おりた外科胃腸科医院（北条町・蕁瀚６０００）
19日（日）つつみ神経内科 （野上町・蕁瀘２０５０）
23日（木）みのりクリニック （下宮木町・蕁瀲８４７０）

※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。
その他については、加西市消防本部にお問合せください。
蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

く

ら

し

の

情

報

幼
稚
園
の
教
育
時
間
終
了
後
、

引
き
続
い
て
預
か
り
保
育
を
行
い

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
保
護
者
は
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
入

園
願
書
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

実
施
日

幼
稚
園
の
登
園
日
（
毎

週
土
曜
日
、
夏
休
み
・
冬
休
み
は

実
施
し
ま
せ
ん
。）

時
　
間

幼
稚
園
の
教
育
時
間
終

了
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

開
催
場
所

北
条
幼
稚
園
・
九
会

幼
稚
園
・
日
吉
幼
稚
園
（
幼
稚
園
へ

の
送
迎
は
保
護
者
で
お
願
い
し
ま
す
。）

対
　
象

加
西
市
立
幼
稚
園
へ
の

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方

申
込
期
間

11
月
24
日
貉
〜
11
月

26
日
貊

午
後
３
時
〜
５
時
ま
で
　

※
期
日
後
も
状
況
に
よ
り
相
談
に

応
じ
ま
す
。

預
か
り
保
育
料

月
額
８，
０
０

０
円
に
加
え
お
や
つ
代
等
（
１，

５
０
０
円
）は
別
途
集
金
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

各
幼
稚
園
及
び

教
育
委
員
会
幼
児
対
策
課
（
郵
送

可
）（
蕁
瀚
８
７
７
４
）

幼
稚
園

預
か
り
保
育
募
集

応
募
資
格

蘆
保
健
師
免
許
の
お
持
ち
の
方

蘆
保
健
師
の
勤
務
経
験
が
あ
る
方

で
、
50
歳
ま
で
の
方

業
務
内
容

乳
幼
児
・
成
人
病
・

健
康
相
談
な
ど

勤
務
期
間

平
成
16
年
12
月
１
日

〜
平
成
17
年
９
月
頃
ま
で
の
予
定

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
　
※
勤
務
形
態
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。

賃
　
金

経
験
年
数
に
よ
る

提
出
書
類

①
履
歴
書

②
免
許
証
の
写
し

応
募
締
切

11
月
25
日
貅

問
合
先

総
務
課（蕁

瀚
８
７
０
２
）

★
附
属
小
学
校

日
　
時

12
月
１
日
貉

午
後
１
時
30
分
〜

場
　
所

同
校
多
目
的
ホ
ー
ル

出
願
資
格

平
成
10
年
４
月
２
日

〜
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
の
方
で
、
県
内
に
保
護
者
と

同
居
し
て
い
る
こ
と

募
集
人
員

１
０
８
人

平
成
17
年
度
兵
庫
教
育
大
学

附
属
小
中
学
校
募
集
説
明
会

保
健
師

臨
時
職
員
募
集

問
合
先

同
校
事
務
室

（
蕁
０
７
９
５
濾
２
２
１
８
）

★
附
属
中
学
校

日
　
時

11
月
30
日
貂

午
後
１
時
30
分
〜

場
　
所

同
校
北
館
１
階

出
願
資
格

平
成
17
年
３
月
に
小
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
で
、
県

内
に
保
護
者
と
同
居
し
て
い
る
こ
と

募
集
人
員

１
２
０
人

問
合
先

同
校
事
務
室
　

（
蕁
０
７
９
５
濾
２
２
２
４
）

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
ら
れ
て
い
る
加
古
川
線
の
電
化

工
事
が
完
成
し
、
12
月
19
日
豸
に

電
化
開
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
電
化
開
業
に
あ
わ
せ
環
境
に

や
さ
し
く
乗
り
心
地
の
よ
い
新
型

電
車
の
導
入
に
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
や
快
適
性
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
朝
夕
の
通
勤
時
間

帯
の
増
便
や
山
陽
本
線
と
の
接
続

の
改
善
な
ど
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ

り
加
古
川
線
が
ま
す
ま
す
便
利
に

な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
動
車

中
心
に
進
展
す
る
交
通
社
会
を
見

直
し
、
交
通
渋
滞
や
環
境
負
荷
の

軽
減
の
た
め
に
も
公
共
交
通
機
関

で
あ
る
北
条
鉄
道
や
加
古
川
線
を

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
が

電
化
開
業

利
用
し
、
鉄
道
の
よ
さ
を
再
発
見

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

盧
新
増
築
建
物
と
取
り
壊
し
建
物

の
届
出
を

家
屋
を
新
（
増
）
築
さ
れ
、
完

成
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
、
建

物
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
税
務
課
の
職

員
が
家
屋
調
査
・
滅
失
の
確
認
に

伺
い
ま
す
。
な
お
、
ご
連
絡
等
が

な
い
場
合
は
遡
及
課
税
の
要
因
と

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

（
蕁
瀚
８
７
１
３
）

盪
年
末
調
整
説
明
会

年
末
調
整
の
留
意
事
項
や
給
与

支
払
報
告
書
・
法
定
調
書
の
記
載

方
法
等
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
年
末
調
整
関
係
諸
用
紙
に
つ

い
て
は
、
封
入
枚
数
を
一
律
に
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
　
時

12
月
３
日
貊

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
３
階

小
ホ
ー
ル

問
合
先

社
税
務
署

（
蕁
０
９
７
５
瀚
０
２
２
３
）

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

☆問合先 国民健康保険税・介護保険料＝市税務課（蕁瀚8712）
個人事業税＝社県税事務所（北播磨県民局内）直税課（蕁0795瀚9339）

（口座振替のおすすめ）
納税は口座振替制度をご利用されますと便利で安全です。口座振替

のお申し込みは、引き落としを希望される金融機関で申請できます。

平成16年度国民健康保険税・介護保険料（普通徴収）
第５期分及び個人事業税第２期分の納期限は

11111111月33330000日（火）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
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加西市への寄付
○加西ライオンズクラブ 会長 三宅通義

軽自動車 １台　

（加西市消防署備品として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託

○美心 ２万円

○株式会社本陣 １万644円

○西村書店 １万2,629円

供養預託
○（故）宮長浩 10万円

物品預託
○加西ライオンズクラブ

ビデオプロジェクター １台

全自動電気乾燥機 １台

お く や み

前田　近雄 77 秀　典 王　子
柴田　賢次 87 正　明 常　吉
長谷　悦夫 77 和　則 黒　駒
高瀬さだ子 82 義　則 朝　妻
吉田　清一 84 敏 中　野
小野寺芳久 89 芳　伸 両　月
西村きよの 96 晃 別府西
尾上鹿代子 46 哲　三 南　町
内藤　伸三 55 晶　子 横　尾
河合　　磐 66 伸　明 網　引
中村みちこ 90 武 西剣坂
長尾　つな 91 憲　征 小　谷
佐伯　房代 75 武 西笠原
木下三喜重 78 節　男 畑
石野　竹夫 73 澤　子 西谷東
岩崎　周次 97 求 尾　崎
安富千代子 88 彰 畑
中谷　吉郎 85 辰　己 東剣坂
原田　康平 25 秀　信 満　久
中川はつゑ 82 寅　夫 山　下
宮永　富夫 82 十三子 三　口
藤本　清次 75 文　彰 中　富
野田富美子 83 泰　作 古　坂
中倉みちよ 72 嶋田靖弘 坂　本
野口ハルキ 89 政　義 第２サルビア
松本　重美 80 重　春 山下東

死亡者 年齢 喪主 町名

（10月31日受付分まで・敬称略）

平
成
15
年
度
事
業
に
つ
い
て
の

行
政
評
価
結
果
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
各
公
民
館
、
図
書
館
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
公
表
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意

見
や
ご
提
案
を
電
子
メ
ー
ル
等
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

11
月
18
日
貅
〜

12
月
２
日
貅

※
募
集
期
間
終
了
後
も
、ご
質
問
、

ご
提
案
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
行
政
評
価
と
は
、
市
が
行
う
い

ろ
い
ろ
な
活
動
に
つ
い
て
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
事
業
等
を
評
価

し
、
改
善
し
て
い
く
取
り
組
み
で

す
。
行
政
活
動
を
検
証
す
る
こ
と

に
よ
り
、
無
理
、
無
駄
を
無
く
し

効
率
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

意
見
を
募
集

平
成
16
年
度
行
政
評
価

（
事
後
評
価
）に
つ
い
て

提
出
・
問
合
先

企
画
調
整
課

（
蕁
瀚
８
７
０
０

蕭
潴
１
８
０

０
）

kikaku@
city.kasai.

hyogo.jp

現
在
、
結
核
予
防
法
に
よ
る
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
の
対
象
年
齢
は
、
４
歳

未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
法
改

正
に
よ
り
、
平
成
17
年
４
月
１
日

よ
り
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

を
せ
ず
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
直
接
接
種

す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。ま
た
、

重
症
結
核
の
予
防
に
は
早
期
の
接

種
が
重
要
と
い
う
視
点
か
ら
、
対

象
年
齢
が
生
後
６
か
月
ま
で
と
な

り
ま
す
。
平
成
17
年
４
月
以
降
、

６
か
月
以
上
に
な
る
お
子
さ
ん
は

公
費
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
が
ま
だ
の
方
は
、
今
年
度

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

の
実
施
日
に
必
ず
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

日
　
時

〈
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
〉

12
月
15
日
貉
・
２
月
７
日
豺

３
月
７
日
豺

〈
判
定
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
〉

12
月
17
日
貊
・
２
月
９
日
貉

３
月
９
日
貉

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
２
時

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

※
対
象
年
齢
＝
生
後
３
か
月
〜

４
歳
未
満

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
３
）

★
11
月
30
日
貂

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

〈
賀
茂
地
区
〉

場
　
所

賀
茂
会
館

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

開
催

テ
ー
マ

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

★
11
月
26
日
貊

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

〈
富
合
地
区
〉

場
　
所

富
合
会
館

テ
ー
マ

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

〈
西
在
田
地
区
〉

場
　
所

Ｊ
Ａ
み
ら
い
西
在
田
支
店

テ
ー
マ

豊
か
な
地
域
づ
く
り

市
で
は
、
都
市
計
画
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
を
示
す
「
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
全
体
構
想
、

及
び
地
域
別
構
想
に
つ
い
て
案
が

ほ
ぼ
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

今
後
、県
関
係
機
関
と
の
調
整
、

２
回
目
の
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
で

の
協
議
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
募
集
な
ど
に
よ
り
、
計
画
策
定

を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
の

で
、
具
体
的
な
提
案
な
ど
を
郵
便

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
等

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

閲
覧
期
間

11
月
15
日
豺
〜

12
月
15
日
貉

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
（
案
）
の
閲
覧

く

ら

し

の

情

報

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課
（蕁瀚8701）までご連絡ください。

※市長及び市議会は弔電を自粛しておりま
す。ご冥福をお祈りいたします。

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）

閲
覧
場
所

都
市
計
画
課
、
各
公

民
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.city.kasai.

hyogo.jp/public/index.htm

意
見
提
出
・
問
合
先

〒
６
７
５

―
２
３
９
５
加
西
市
役
所
　
都
市

整
備
部
都
市
計
画
課
（
蕁
瀚
８
７

５
３

蕭
瀚
１
９
９
８
）

toshi@
city.kasai.hyogo.jp
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■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

人　口／ 51,118（－35） 世帯数／ 16,501（＋14）
男　／ 24,766（－17） 女　／ 26,352（－18）

KASAIデータバンク発行／加西市 〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 蕁0790瀚1110豎
編集／企画総務部秘書広報課 蕁0790瀚8701 蕭0790潴0291

●ホームページ http: //www.city.kasai.hyogo. jp

蜻

H16.11.1現在（前月比）

大豆インキを使用しています。

デジカメで撮った写真を整理したり年賀状に使っ
たりしてみませんか!
◆日　時／12月12日豸

＜午前の部＞ 午前9時～午前12時
＜午後の部＞ 午後1時30分～午後4時30分

◆場　所／アスティアかさい 3階地域交流センター
◆対象者／パソコンでデジカメ写真を整理したい
方。パソコン初級者向け。
◆講座の概要／デジタルカメラで撮影した家族やペ
ット、ガーデニング、旅行の写真を整理し、年賀
状やアルバム等に加工します。
◆持ってくるもの／デジタルカメラ（事前に写真を
撮って入れておいてください）、パソコン接続用
ケーブル（デジカメに付属しているもの）
◆受講料／無料 ※教材費（200～300円程度）が必要
◆定　員／午前・午後の部とも12名で計24名
◆申込受付／11月22日豺より先着順で受付
◆申込・問合先／教育委員会生涯学習課（蕁瀚8772）

「デジカメ写真を整理しよう」開催
―パソコン講座―

◆日程・費用／蘆12月19日豸 15,910円
蘆12月21日貂、22日貉 10,660円

※料金には参加料・チャリティー料・ゴルフ振興基金が
含まれています。（3名の場合、キャディフィー
1,050円UP・セルフプレーの場合は、2,100円割引）
◆参加資格／市内在住者または勤務地のある方を優先
◆募集人員／各日共、20組80名（先着順）
◆予約の方法／電話にてスタート時間を確認ください。
申込用紙を送付しますので、必要事項を記入し下記まで
◆申込先／〒675-2462 別所町683-24 オーセ
ントゴルフ倶楽部“市民ふれあいゴルフコンペ”係

（蕁瀘0555・蕭瀘1666）

本市出身の菅原祐樹さん
（22歳）と神崎郡出身の中村
将利さん（21歳）の若者2人
が4年前に結成。曲調はバラ
ード調。今回は、バックバンド
が加わり6人による迫力あるラ
イブ。バンド名の“ユルギイワ”は、畑町のゆるぎ岩にちなみ、
聴く人の心を揺るがす音楽になるようにと名付けられました。
（ホームページhttp://www.page.sannet.ne.jp/

t_suga/yurugiiwa.htm 曲の試聴もできます。）
◆日　時／12月19日豸 午後2時開演（開場30分前）
◆場　所／市民会館コミセン小ホール
◆主　催／加西市・譛加西市都市施設公社
◆入場料／500円（自由席・消費税込）

※市民会館他でチケット発売中
◆問合先／市民会館（蕁潴0160）（月曜日休館）

市民ふれあいゴルフコンペ
参加しませんか!

“ユルギイワ”郷帰りライブ
大阪を中心に活動中の

日本伝統文化としての年賀状を手づくりしてみませ
んか。出すのも楽しい、もらってもうれしい年賀状。
さあ挑戦しましょう。
◆日　時／12月4日貍 午後1時30分～午後3時30分
◆場　所／市民会館コミセン2階　美術教室
◆講　師／豊田美澄先生　　◆定　員／25名
◆持ち物／絵具、黒の油性ペン、材料費（100円程度）など
◆申込締切／11月25日貅
◆申込・問合先／中央公民館（蕁瀚2151）

小・中学生の「絵手紙教室」
―参加者募集―

市民会館
イベント

―加西市
後援―

◆日　時／12月19日豸　午前8時～（小雨決行）
※雨天12月23日豢

◆場　所／善防中学校周辺コース
◆参加資格／市内に居住・勤務・通学している方
◆種　目／1,000ｍ～5,000ｍ、男女年齢別に23部
◆参加費／高校生以上1人400円

小・中学生1人300円　※当日徴収
◆申込先／所定の申込用紙またはハガキに出場部・
住所・氏名・年齢・電話番号を明記の上、〒675-
2303 北条町古坂882-14 加西市陸上競技協
会　植田正吾まで。12月3日貊必着。（蕁瀚3253）
◆問合先／体育保健課（蕁瀚8773）

第38回市民ロードレース大会
―参加者募集―

◆日　時／11月28日豸 午後1時～午後3時（開場15分前）
◆場　所／地域交流センター　多目的ホール
◆内　容／紙芝居「おたまじゃくしの101ちゃん」、
大型絵本「はらぺこあおむし」、パノラマ絵本
「ガッタンゴットン」、エプロンシアター「三びき
のやぎのがらがらどん」他
◆問合先／加西おやこ劇場（蕁潴0830）

加西おやこ劇場―はじめてのミニげきじょう―
第38回 加西市文化祭入場無料




